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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左目用画像及び右目用画像を含む３Ｄ画像を表示する画像表示装置と、前記３Ｄ画像を
視るために用いられる３Ｄメガネとを備える画像表示システムにおいて、
　前記画像表示装置は、
　前記３Ｄ画像を表示する画像表示部と、
　前記画像表示部によって表示した前記３Ｄ画像の左目用画像及び右目用画像の表示タイ
ミングと前記３Ｄメガネとを同期させる同期信号を前記３Ｄメガネに送信する同期信号送
信部と
を有し、
　前記３Ｄメガネは、
　前記３Ｄ画像の左目用画像と右目用画像とを透過させるシャッター部と、
　前記同期信号の解析に用いられるプロトコルの情報であるプロトコル情報を記憶するプ
ロトコル記憶部と、
　前記同期信号を受信する同期信号受信部と、
　前記プロトコル記憶部に記憶されている前記プロトコル情報を用いて前記同期信号受信
部によって受信された前記同期信号を解析し、解析結果に基づいて前記シャッター部を駆
動させるシャッター駆動部と、
　前記プロトコル情報を受信するプロトコル受信部と、
　前記プロトコル記憶部に記憶されている前記プロトコル情報を、前記プロトコル受信部
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によって受信された新たなプロトコル情報に更新するプロトコル更新部と
を有し、
　前記画像表示装置は、
　前記プロトコル情報を前記３Ｄメガネに送信するプロトコル送信部と、
　前記３Ｄメガネを識別する機器ＩＤの送信を前記３Ｄメガネに要求する機器ＩＤ要求部
と、
　前記機器ＩＤ要求部による送信要求に応じて前記３Ｄメガネから受信した前記機器ＩＤ
に基づいて、前記３Ｄメガネにおける前記同期信号の受信から前記シャッター部の駆動迄
の遅延値の補正の要否を判断し、前記遅延値の補正量を決定する補正要否判断部と、
　前記補正要否判断部によって決定された前記補正量を示す補正情報を前記３Ｄメガネに
送信する補正情報送信部と
を更に有し、
　前記３Ｄメガネは、
　前記補正情報を受信する補正情報受信部と、
　前記補正情報受信部によって受信した前記補正情報に基づいて前記遅延値を補正する遅
延値補正部と
を更に有することを特徴とする画像表示システム。
【請求項２】
　前記画像表示装置は、
　前記３Ｄメガネの前記プロトコル記憶部に前記プロトコル情報として記憶されているプ
ロトコルを識別するプロトコルＩＤの送信を前記３Ｄメガネに要求する 
プロトコルＩＤ要求部と、
　前記プロトコルＩＤ要求部による送信要求に応じて前記３Ｄメガネから受信した前記プ
ロトコルＩＤに基づいて、前記プロトコル情報の送信の要否を判断する送信要否判断部と
を更に有することを特徴とする請求項１に記載の画像表示システム。
【請求項３】
　前記画像表示装置は、
　前記プロトコル情報を退避させるために記憶するプロトコル退避部を備え、
　前記プロトコル送信部は、
　前記３Ｄメガネに記憶されている前記プロトコル情報を受信し、
　前記プロトコル退避部は、
　前記プロトコル送信部によって前記３Ｄメガネから受信したプロトコル情報を記憶する
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の画像表示システム。
【請求項４】
　左目用画像及び右目用画像を含む３Ｄ画像を表示する画像表示部と、
　同期信号を、前記左目用画像と前記右目用画像とを透過させる３Ｄメガネに送信する同
期信号送信部と、
　前記３Ｄメガネが前記同期信号を解析する際に用いるプロトコルの情報であるプロトコ
ル情報を、前記３Ｄメガネに送信するプロトコル送信部と、
　前記プロトコル情報を前記３Ｄメガネに送信するプロトコル送信部と、
　前記３Ｄメガネを識別する機器ＩＤの送信を前記３Ｄメガネに要求する機器ＩＤ要求部
と、
　前記機器ＩＤ要求部による送信要求に応じて前記３Ｄメガネから受信した前記機器ＩＤ
に基づいて、前記３Ｄメガネにおける前記同期信号の受信から前記３Ｄメガネのシャッタ
ー部の駆動迄の遅延値の補正の要否を判断し、前記遅延値の補正量を決定する補正要否判
断部と、
　前記補正要否判断部によって決定された前記補正量を示す補正情報を前記３Ｄメガネに
送信する補正情報送信部と
を備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項５】
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　左目用画像及び右目用画像を含む３Ｄ画像を視るために用いられる３Ｄメガネにおいて
、
　前記３Ｄ画像の左目用画像と右目用画像とを透過させるシャッター部と、
　前記３Ｄ画像の左目用画像及び右目用画像の表示タイミングと前記シャッター部の駆動
とを同期させる同期信号を受信する同期信号受信部と、
　前記同期信号の解析に用いられるプロトコルの情報であるプロトコル情報を記憶するプ
ロトコル記憶部と、
　前記プロトコル記憶部に記憶されている前記プロトコル情報を用いて前記同期信号受信
部によって受信された前記同期信号を解析し、解析結果に基づいて前記シャッター部を駆
動させるシャッター駆動部と、
　前記プロトコル情報を受信するプロトコル受信部と、
　前記プロトコル記憶部に記憶されている前記プロトコル情報を、前記プロトコル受信部
によって受信された新たなプロトコル情報に更新するプロトコル更新部と、
　前記同期信号の受信から前記シャッター部の駆動迄の遅延値の補正量を示す補正情報を
受信する補正情報受信部と、
　前記補正情報受信部によって受信した前記補正情報に基づいて前記遅延値を補正する遅
延値補正部と
を備えることを特徴とする３Ｄメガネ。
【請求項６】
　左目用画像及び右目用画像を含む３Ｄ画像を表示する画像表示装置と、前記３Ｄ画像の
左目用画像と右目用画像とを透過させるシャッター部を有する３Ｄメガネとを備える画像
表示システムにおける画像表示方法であって、
　前記画像表示装置の画像表示部が、前記３Ｄ画像を表示し、
　前記画像表示装置の同期信号送信部が、前記画像表示部によって表示した前記３Ｄ画像
の左目用画像及び右目用画像の表示タイミングと前記３Ｄメガネとを同期させる同期信号
を前記３Ｄメガネに送信し、
　前記画像表示装置のプロトコル送信部が、前記同期信号の解析に用いられるプロトコル
の情報であるプロトコル情報を前記３Ｄメガネに送信し、
　前記画像表示装置の機器ＩＤ要求部が、前記３Ｄメガネを識別する機器ＩＤの送信を前
記３Ｄメガネに要求し、
　前記画像表示装置の補正要否判断部が、前記機器ＩＤ要求部による送信要求に応じて前
記３Ｄメガネから受信した前記機器ＩＤに基づいて、前記３Ｄメガネにおける前記同期信
号の受信から前記シャッター部の駆動迄の遅延値の補正の要否を判断し、前記遅延値の補
正量を決定し、
　前記画像表示装置の補正情報送信部が、前記補正要否判断部によって決定された前記補
正量を示す補正情報を前記３Ｄメガネに送信し、
　前記３Ｄメガネのプロトコル記憶部が、前記プロトコル情報を記憶し、
　前記３Ｄメガネの同期信号受信部が、前記同期信号を受信し、
　前記３Ｄメガネのシャッター駆動部が、前記プロトコル記憶部に記憶されている前記プ
ロトコル情報を用いて前記同期信号受信部によって受信された前記同期信号を解析し、解
析結果に基づいて前記シャッター部を駆動させ、
　前記３Ｄメガネのプロトコル受信部が、前記プロトコル情報を受信し、
　前記３Ｄメガネのプロトコル更新部が、前記プロトコル記憶部に記憶されている前記プ
ロトコル情報を、前記プロトコル受信部によって受信された新たなプロトコル情報に更新
し、
　前記３Ｄメガネの補正情報受信部が、前記補正情報を受信し、
　前記３Ｄメガネの遅延値補正部が、前記補正情報受信部によって受信した前記補正情報
に基づいて前記遅延値を補正することを特徴とする画像表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、画像表示システム、画像表示装置、３Ｄメガネ、及び、画像表示方法に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、左目用画像及び右目用画像から構成される３Ｄ画像を出力する画像出力装置と、
当該画像出力装置から出力された３Ｄ画像を視るために用いられる３Ｄメガネとを備える
システムが知られている（例えば、特許文献１参照）。上記のようなシステムにおいて、
３Ｄメガネは、左目用画像と右目用画像とを交互に透過させる（左目と右目に交互に光を
透過、遮断させる）ように駆動する左右のシャッターを備え、外部から受信した同期信号
を３Ｄメガネ内に格納（記憶）されたプロトコルに従って解析し、解析結果に基づいてシ
ャッター駆動信号を生成し、シャッターを駆動させている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－６１１０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、現在、複数のプロトコルに準拠した異なる形式の複数の同期信号が用い
られており、各形式の同期信号は、当該同期信号に対応するプロトコルでなければ解析で
きない。そのため、異なる形式の同期信号を出力する出力装置（例えば、画像出力装置）
毎に、各形式の同期信号を解析するためのプロトコルに対応した３Ｄメガネを使用する必
要がある。
　従って、３Ｄ画像を視聴するユーザーにとってコストが掛かるという問題がある。例え
ば、ユーザーが、新たに出力装置を購入する際に、既に３Ｄメガネを所持していたとして
も、所持している３Ｄメガネが新たに購入する出力装置に対応する３Ｄメガネでない場合
、新たに購入する出力装置に対応する３Ｄメガネを購入しなければならずコストが掛かる
という問題がある。
【０００５】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであって、ユーザーに掛かるコストを削
減する技術を提供することを目的する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記問題を解決するために、本発明の一態様は、左目用画像及び右目用画像を含む３Ｄ
画像を表示する画像表示装置と、前記３Ｄ画像を視るために用いられる３Ｄメガネとを備
える画像表示システムにおいて、前記画像表示装置は、前記３Ｄ画像を表示する画像表示
部と、前記画像表示部によって表示した前記３Ｄ画像の左目用画像及び右目用画像の表示
タイミングと前記３Ｄメガネとを同期させる同期信号を前記３Ｄメガネに送信する同期信
号送信部と、前記同期信号の解析に用いられるプロトコルの情報であるプロトコル情報を
前記３Ｄメガネに送信するプロトコル送信部とを有し、前記３Ｄメガネは、前記３Ｄ画像
の左目用画像と右目用画像とを透過させるシャッター部と、前記プロトコル情報を記憶す
るプロトコル記憶部と、前記同期信号を受信する同期信号受信部と、前記プロトコル記憶
部に記憶されている前記プロトコル情報を用いて前記同期信号受信部によって受信された
前記同期信号を解析し、解析結果に基づいて前記シャッター部を駆動させるシャッター駆
動部と、前記プロトコル情報を受信するプロトコル受信部と、前記プロトコル記憶部に記
憶されている前記プロトコル情報を、前記プロトコル受信部によって受信された新たなプ
ロトコル情報に更新するプロトコル更新部とを有することを特徴とする。
　上記構成によれば、他のプロトコルの３Ｄメガネを新たに購入しなくても、既存の３Ｄ
メガネ内のプロトコルを他のプロトコルに簡便に入れ替える（アップデートする）ことが



(5) JP 5821259 B2 2015.11.24

10

20

30

40

50

できる。つまり、作業的な負担を殆ど与えることなく、ユーザーに掛かる費用的な負担（
３Ｄメガネの購入費用）を削減することができる。また、将来、プロトコルが統一された
場合、簡便に、画像表示装置を介して、統一プロトコルに入れ替えることができるため、
統一プロトコルに準拠した３Ｄメガネを購入する必要がなく、負担を抑えることができる
。
【０００７】
　上記画像表示システムにおいて、前記画像表示装置は、前記３Ｄメガネの前記プロトコ
ル記憶部に前記プロトコル情報として記憶されているプロトコルを識別するプロトコルＩ
Ｄの送信を前記３Ｄメガネに要求するプロトコルＩＤ要求部と、前記プロトコルＩＤ要求
部による送信要求に応じて前記３Ｄメガネから受信した前記プロトコルＩＤに基づいて、
前記プロトコル情報の送信の要否を判断する送信要否判断部とを更に有してもよい。
　上記構成によれば、プロトコルの入れ替えを要する３Ｄメガネに対してのみ、入れ替え
処理を実行することができる。
【０００８】
　上記画像表示システムにおいて、前記画像表示装置は、前記プロトコル情報を退避させ
るために記憶するプロトコル退避部を備え、前記プロトコル送信部は、前記３Ｄメガネに
記憶されている前記プロトコル情報を受信し、前記プロトコル退避部は、前記プロトコル
送信部によって前記３Ｄメガネから受信したプロトコル情報を記憶してもよい。
　上記構成によれば、必要に応じて、３Ｄメガネのプロトコル情報を元の状態に戻すこと
ができる。　
【０００９】
　上記画像表示システムにおいて、前記画像表示装置は、前記３Ｄメガネを識別する機器
ＩＤの送信を前記３Ｄメガネに要求する機器ＩＤ要求部と、前記機器ＩＤ要求部による送
信要求に応じて前記３Ｄメガネから受信した前記機器ＩＤに基づいて、前記３Ｄメガネに
おける前記同期信号の受信から前記シャッター部の駆動迄の遅延値の補正の要否を判断し
、前記遅延値の補正量を決定する補正要否判断部と、前記補正要否判断部によって決定さ
れた前記補正量を示す補正情報を前記３Ｄメガネに送信する補正情報送信部とを有し、前
記３Ｄメガネは、前記補正情報を受信する補正情報受信部と、前記補正情報受信部によっ
て受信した前記補正情報を基づいて前記遅延値を補正する遅延値補正部とを有してもよい
。
　上記構成によれば、必要に応じて、３Ｄメガネの遅延値を補正することができる。
【００１０】
　上記問題を解決するために、本発明の他の態様である画像表示装置は、左目用画像及び
右目用画像を含む３Ｄ画像を表示する画像表示力部と、同期信号を、前記左目用画像と前
記右目用画像とを透過させる３Ｄメガネに送信する同期信号送信部と、前記３Ｄメガネが
前記同期信号を解析する際に用いるプロトコルの情報であるプロトコル情報を、前記３Ｄ
メガネに送信するプロトコル送信部とを備えることを特徴とする。
　上記構成によれば、上述の効果を得ることができる。
【００１１】
　上記問題を解決するために、本発明の他の態様は、左目用画像及び右目用画像を含む３
Ｄ画像を視るために用いられる３Ｄメガネであって、前記３Ｄ画像の左目用画像と右目用
画像とを透過させるシャッター部と、前記３Ｄ画像の左目用画像及び右目用画像の表示タ
イミングと前記シャッター部の駆動とを同期させる同期信号を受信する同期信号受信部と
、前記同期信号の解析に用いられるプロトコルの情報であるプロトコル情報を記憶するプ
ロトコル記憶部と、前記プロトコル記憶部に記憶されている前記プロトコル情報を用いて
前記同期信号受信部によって受信された前記同期信号を解析し、解析結果に基づいて前記
シャッター部を駆動させるシャッター駆動部と、前記プロトコル情報を受信するプロトコ
ル受信部と、前記プロトコル記憶部に記憶されている前記プロトコル情報を、前記プロト
コル受信部によって受信された新たなプロトコル情報に更新するプロトコル更新部とを備
えることを特徴とする。
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　上記構成によれば、上述の効果を得ることができる。
【００１２】
　上記問題を解決するために、本発明の他の態様は、左目用画像及び右目用画像を含む３
Ｄ画像を表示する画像表示装置と、前記３Ｄ画像の左目用画像と右目用画像とを透過させ
るシャッター部を有する３Ｄメガネとを備える画像表示システムにおける画像表示方法で
あって、前記画像表示装置の画像表示部が、前記３Ｄ画像を表示し、前記画像表示装置の
同期信号送信部が、前記画像表示部によって表示した前記３Ｄ画像の左目用画像及び右目
用画像の表示タイミングと前記３Ｄメガネとを同期させる同期信号を前記３Ｄメガネに送
信し、前記画像表示装置のプロトコル送信部が、前記同期信号の解析に用いられるプロト
コルの情報であるプロトコル情報を前記３Ｄメガネに送信し、前記３Ｄメガネのプロトコ
ル記憶部が、前記プロトコル情報を記憶し、前記３Ｄメガネの同期信号受信部が、前記同
期信号を受信し、前記３Ｄメガネのシャッター駆動部が、前記プロトコル記憶部に記憶さ
れている前記プロトコル情報を用いて前記同期信号受信部によって受信された前記同期信
号を解析し、解析結果に基づいて前記シャッター部を駆動させ、前記３Ｄメガネのプロト
コル受信部が、前記プロトコル情報を受信し、前記３Ｄメガネのプロトコル更新部が、前
記プロトコル記憶部に記憶されている前記プロトコル情報を、前記プロトコル受信部によ
って受信された新たなプロトコル情報に更新することを特徴とする。
　上記構成によれば、上述の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１の実施形態による画像表示システムの機能ブロック図の一例である
。
【図２】本発明の第１の実施形態による画像表示システムの動作の一例を示すフローチャ
ートである。
【図３】本発明の第２の実施形態による画像表示システムの機能ブロック図の一例である
。
【図４】本発明の第２の実施形態による画像表示システムの動作の一例を示すフローチャ
ートである。
【図５】本発明の第３の実施形態による画像表示システムの機能ブロック図の一例である
。
【図６】本発明の第３の実施形態による画像表示システムの動作の一例を示すフローチャ
ートである。
【図７】本発明の第４の実施形態による画像表示システムの機能ブロック図の一例である
。
【図８】本発明の第４の実施形態による画像表示システムの動作の一例を示すフローチャ
ートである。
【図９】本発明の他の実施形態による画像視聴システムの機能ブロック図の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
（第１の実施形態）
　以下、本発明の第１の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。図１は、本発
明の第１の実施形態による画像表示システム１の機能ブロック図の一例である。
【００１５】
　画像表示システム１（後述の画像表示システム２、３、４も同様）は、図１に示すよう
に、左目用画像及び右目用画像を含む３Ｄ画像を表示する画像表示装置１０と、３Ｄ画像
を視るために用いられる３Ｄメガネ２０とを備える。画像表示装置１０は、例えば、プロ
ジェクター、３Ｄテレビなどが該当する。
【００１６】
（画像表示装置１０）
　画像表示装置１０は、制御部１００、画像表示部１１０、通信部１２０及びプロトコル
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記憶部１９０を備える。制御部１００は、画像制御部１０２及びタイミング制御部１０４
を有する。通信部１２０は、同期信号送信部１２１及びプロトコル送信部１２３を有する
。
【００１７】
　画像制御部１０２は、外部又は内部から３Ｄ画像を取得（受信）する。例えば、画像制
御部１０２は、外部装置（例えば、パーソナルコンピューター、サーバー）から３Ｄ画像
を取得する。また、例えば、画像表示装置１０がアンテナ部（非図示）を備える場合、画
像制御部１０２は、アンテナ部を介して、放送局（放送波）から３Ｄ画像を受信する。ま
た、例えば、画像表示装置１０が画像記憶部（非図示）を内蔵する場合、画像制御部１０
２は、画像記憶部から３Ｄ画像を取得する。画像制御部１０２は、取得した３Ｄ画像を一
時記憶する。
【００１８】
　また、画像制御部１０２は、３Ｄ画像の表示タイミングと３Ｄメガネ２０とを同期させ
る信号（左目用画像及び右目用画像の表示タイミングとシャッター部２４０（後述）の駆
動とを同期させる信号。以下、「同期信号」という。）を取得する。
　例えば、画像制御部１０２は、外部（例えば、パーソナルコンピューター、サーバー、
放送局）から３Ｄ画像を取得する態様の場合、タイミング制御部１０４を介して、同期信
号を取得する。また、画像制御部１０２は、内部（例えば、内蔵する画像記憶部）から３
Ｄ画像を取得する態様の場合、タイミング制御部１０４を介さずに、内部（例えば、各３
Ｄ画像の上記表示タイミングを記憶したタイミング記憶部（非図示））から直接、同期信
号を取得してもよい。なお、画像制御部１０２は、タイミング制御部１０４を介さずに、
同期信号を取得した場合には、タイミング制御部１０４に同期信号を出力する。
【００１９】
　同期信号を取得した画像制御部１０２は、同期信号に合うように表示タイミングを制御
して、一時記憶している３Ｄ画像を画像表示部１１０に出力する。
【００２０】
　画像表示部１１０は、画像制御部１０２から取得した３Ｄ画像を外部に出力する。例え
ば、画像表示装置１０がプロジェクターである場合、画像表示部１１０は、画像表示装置
１０の前面に設置されたスクリーン（非図示）に３Ｄ画像を投射する。また、画像表示装
置１０が３Ｄテレビである場合、画像表示部１１０は、画像表示装置１０が備える表示部
（非図示）に３Ｄ画像を表示する。
【００２１】
　プロトコル記憶部１９０は、同期信号の解析時に参照するプロトコルの情報（同期用プ
ロトコルファーム。以下、「プロトコル情報」という）を記憶する。
【００２２】
　タイミング制御部１０４は、外部（例えば、パーソナルコンピューター、サーバー、放
送局）、又は、画像制御部１０２から同期信号を取得する。画像制御部１０２は、外部か
ら同期信号を取得した場合には、外部から取得した同期信号を、画像制御部１０２及び同
期信号送信部１２１に出力する。また、タイミング制御部１０４は、画像制御部１０２か
ら同期信号を取得した場合には、画像制御部１０２から取得した同期信号を、同期信号送
信部１２１に出力する。
　なお、同期信号送信部１２１に出力された同期信号は、同期信号送信部１２１により３
Ｄメガネ２０に送信され、３Ｄメガネ２０においてシャッター駆動信号（後述）の生成に
用いられる。
　つまり、タイミング制御部１０４は、同期信号を、同期信号送信部１２１を介して３Ｄ
メガネ２０に送信することによって、３Ｄメガネ２０におけるシャッター部２４０の駆動
を制御する（シャッター部２４０の駆動を表示中の３Ｄ画像に同期させるように制御する
）。
【００２３】
　また、タイミング制御部１０４は、プロトコル記憶部１９０に記憶されているプロトコ
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ル情報をプロトコル送信部１２３に出力する。例えば、タイミング制御部１０４は、プロ
トコル記憶部１９０に記憶されているプロトコル情報を読み出してプロトコル送信部１２
３に出力する（図１参照）。また、例えば、タイミング制御部１０４は、画像制御部１０
２からプロトコル情報を取得してプロトコル送信部１２３に出力してもよい。なお、タイ
ミング制御部１０４が画像制御部１０２からプロトコル情報を取得する態様の場合、プロ
トコル記憶部１９０に記憶されているプロトコル情報は、画像制御部１０２によって読み
出され、タイミング制御部１０４に出力される。
【００２４】
　なお、タイミング制御部１０４は、ユーザーの指示によって、プロトコル情報をプロト
コル送信部１２３に出力するようにしてもよい。例えば、タイミング制御部１０４がプロ
トコル記憶部１９０からプロトコル情報を読み出してプロトコル送信部１２３に出力する
態様においては、タイミング制御部１０４は、操作受付部（非図示）を介してユーザーか
らプロトコル情報の更新の指示を受け付けた場合に、プロトコル情報を読み出してプロト
コル送信部１２３に出力してもよい。また例えば、タイミング制御部１０４が画像制御部
１０２からプロトコル情報を取得してプロトコル送信部１２３に出力する態様においては
、画像制御部１０２は、操作受付部（非図示）を介してユーザーからプロトコル情報の更
新の指示を受け付けた場合に、プロトコル情報を読み出してタイミング制御部１０４に出
力してもよい。
【００２５】
　同期信号送信部１２１は、タイミング制御部１０４から同期信号を取得し、取得した同
期信号を、無線通信によって３Ｄメガネ２０に送信する。なお「無線通信」とは、赤外線
通信などの伝送路として線を使わない通信をいう。
【００２６】
　プロトコル送信部１２３は、タイミング制御部１０４からプロトコル情報を取得する。
プロトコル情報を取得したプロトコル送信部１２３は、取得したプロトコル情報を、無線
通信又は有線通信によって３Ｄメガネ２０に送信する。なお「有線通信」とは、各種ケー
ブル等の伝送路を使用して行われる通信をいう。　
【００２７】
（３Ｄメガネ２０）
　３Ｄメガネ２０は、通信部２２０、シャッター駆動部２３０、シャッター部２４０、プ
ロトコル更新部２８０及びプロトコル記憶部２９０を備える。通信部２２０は、同期信号
受信部２２１及びプロトコル受信部２２３を有する。シャッター駆動部２３０は、信号解
析部２３２及び駆動信号生成部２３４を有する。シャッター部２４０は、それぞれ液晶パ
ネルを含む左目シャッター２４０Ｌ、及び右目シャッター２４０Ｒを有する。
【００２８】
　プロトコル記憶部２９０は、プロトコル情報を記憶する。なお、３Ｄメガネ２０の生産
時（出荷時）に、一のプロトコル情報がプロトコル記憶部２９０に記憶される。
【００２９】
　同期信号受信部２２１は、無線通信によって、画像表示装置１０の同期信号送信部１２
１から同期信号を受信する。同期信号受信部２２１は、同期信号送信部１２１から受信し
た同期信号を信号解析部２３２に出力する。
【００３０】
　信号解析部２３２は、同期信号受信部２２１から同期信号を取得する。信号解析部２３
２は、同期信号を取得した場合、プロトコル記憶部２９０に記憶されているプロトコル情
報を用いて同期信号を解析する。信号解析部２３２は、同期信号の解析結果を駆動信号生
成部２３４に出力する。
【００３１】
　駆動信号生成部２３４は、信号解析部２３２から同期信号の解析結果を取得する。駆動
信号生成部２３４は、同期信号の解析結果を取得した場合、当該解析結果に基づいてシャ
ッター部２４０を駆動させる信号（以下、「シャッター駆動信号」という）を生成する。
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駆動信号生成部２３４は、シャッター駆動信号をシャッター部２４０に出力する。
【００３２】
　シャッター部２４０の左目シャッター２４０Ｌは、画像表示装置が表示する３Ｄ画像（
例えば、プロジェクターが投射した３Ｄ画像、テレビが表示する３Ｄ画像）の左目用画像
を透過し、右目用画像を遮断する機能を有する。一方、右目シャッター２４０Ｒは、画像
表示装置が表示する３Ｄ画像の右目用画像を透過し、左目用画像を遮断する機能を有する
。
【００３３】
　シャッター部２４０は、シャッター駆動信号を駆動信号生成部２３４から取得し、シャ
ッター駆動信号に従って、左目シャッター２４０Ｌ、右目シャッター２４０Ｒを交互に駆
動させる。これにより、３Ｄメガネ２０を通して３Ｄ画像を視た場合、ユーザーの左目と
右目に交互に、左目用画像と右目用画像とが透過され、意図したように３Ｄ画像を見るこ
とができる。
【００３４】
　プロトコル受信部２２３は、無線通信又は有線通信によって、画像表示装置１０のプロ
トコル送信部１２３からプロトコル情報を受信する。プロトコル受信部２２３は、プロト
コル送信部１２３から受信したプロトコル情報をプロトコル更新部２８０に出力する。
【００３５】
　プロトコル更新部２８０は、プロトコル受信部２２３からプロトコル情報を取得する。
プロトコル更新部２８０は、プロトコル受信部２２３からプロトコル情報を取得した場合
、プロトコル記憶部２９０に記憶されているプロトコル情報を、プロトコル受信部２２３
から取得したプロトコル情報に更新する。なお、プロトコル記憶部２９０に記憶されてい
るプロトコル情報が更新された場合、信号解析部２３２は、更新後のプロトコル情報（新
たなプロトコル情報）を用いて同期信号を解析する。
【００３６】
　以下、図２を参照して、画像表示システム１の動作を説明する。図２は、本発明の第１
の実施形態による画像表示システム１の動作の一例を示すフローチャートである。具体的
には、図２のフローチャートの左側は、プロトコル情報の更新に係る画像表示装置１０の
動作を示し、図２のフローチャートの右側は、プロトコル情報の更新に係る３Ｄメガネ２
０の動作を示している。
【００３７】
　画像表示装置１０のタイミング制御部１０４は、操作受付部（非図示）を介してユーザ
ーからプロトコル情報の更新の指示を受け付ける（ステップＳ１０）。当該更新の指示を
受け付けたタイミング制御部１０４は、プロトコル情報をプロトコル送信部１２３に出力
する。なお、上述の如く、画像制御部１０２が、操作受付部（非図示）を介してユーザー
からプロトコル情報の更新の指示を受け付けてタイミング制御部１０４にプロトコル情報
を出力し、タイミング制御部１０４が当該プロトコル情報をプロトコル送信部１２３に出
力してもよい。
【００３８】
　プロトコル情報を取得したプロトコル送信部１２３は、当該プロトコル情報を無線通信
又は有線通信によって３Ｄメガネ２０に送信する（ステップＳ１２）。そして、プロトコ
ル情報の更新に係る画像表示装置１０の処理は終了する。
【００３９】
　一方、３Ｄメガネ２０のプロトコル受信部２２３は、画像表示装置１０のプロトコル送
信部１２３からプロトコル情報を受信する（ステップＳ２０）。プロトコル情報を受信し
たプロトコル受信部２２３は、当該プロトコル情報をプロトコル更新部２８０に出力する
。
【００４０】
　プロトコル受信部２２３からプロトコル情報を取得したプロトコル更新部２８０は、プ
ロトコル記憶部２９０に記憶されているプロトコル情報を、プロトコル受信部２２３から
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取得したプロトコル情報に更新する（ステップＳ２２）。そして、プロトコル情報の更新
に係る３Ｄメガネ２０の処理は終了する。
【００４１】
　以上、本発明の第１の実施形態による画像表示システム１について説明したが、画像表
示システム１によれば、他のプロトコルの３Ｄメガネを新たに購入しなくても、既存の３
Ｄメガネ２０内のプロトコルを他のプロトコル（画像表示装置１０のプロトコル記憶部１
９０に記憶されているプロトコル）に簡便に入れ替えることができる。つまり、作業的な
負担を殆ど与えることなく、ユーザーに掛かる費用的な負担（３Ｄメガネの購入費用）を
削減することができる。また、将来、プロトコルが統一された場合であっても、画像表示
装置１０のプロトコル記憶部１９０に統一プロトコルを記憶させることによって、画像表
示装置を介して、統一プロトコルに入れ替えることができるため、統一プロトコルに準拠
した３Ｄメガネを購入する必要がなく、負担を抑えることができる。
【００４２】
（第２の実施形態）
　以下、本発明の第２の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。図３は、本発
明の第２の実施形態による画像表示システム２の機能ブロック図の一例である。
【００４３】
（画像表示装置１１）
　画像表示装置１１は、制御部３００、画像表示部１１０、通信部３２０及びプロトコル
記憶部１９０を備える。制御部３００は、画像制御部１０２及びタイミング制御部３０４
（送信要否判断部）を有する。通信部３２０は、同期信号送信部１２１、プロトコル送信
部１２３及びプロトコルＩＤ要求部３２２を有する。
【００４４】
　なお、第２の実施形態における画像表示装置１１が有する、画像制御部１０２、画像表
示部１１０、同期信号送信部１２１、プロトコル送信部１２３及びプロトコル記憶部１９
０は、第１の実施形態における画像表示装置１０が有する、画像制御部１０２、画像表示
部１１０、同期信号送信部１２１、プロトコル送信部１２３及びプロトコル記憶部１９０
と同様の機能であるため、説明を省略する。
【００４５】
　タイミング制御部３０４は、第１の実施形態におけるタイミング制御部１０４と同様、
同期信号を取得し、取得した同期信号を、同期信号送信部１２１を介して３Ｄメガネ２１
に送信する。
【００４６】
　また、タイミング制御部３０４は、第１の実施形態におけるタイミング制御部１０４と
異なる機能として、３Ｄメガネ２１へのプロトコル情報（プロトコル記憶部１９０に記憶
されているプロトコル情報）の送信の要否を判断する。具体的には、タイミング制御部３
０４は、現在の３Ｄメガネ２１のプロトコル情報（即ち、３Ｄメガネ２１のプロトコル記
憶部２９０に記憶されているプロトコル情報）を参照し、３Ｄメガネ２１へのプロトコル
情報の送信の要否を判断する。
【００４７】
　例えば、タイミング制御部３０４は、現在の３Ｄメガネ２１のプロトコル情報と、自身
のプロトコル情報（プロトコル記憶部１９０に記憶されているプロトコル情報）とを比較
する。両者が同一である場合には、画像表示装置１１のプロトコルと３Ｄメガネ２１のプ
ロトコルが一致していると考えられることから、タイミング制御部３０４は３Ｄメガネ２
１へのプロトコル情報の送信は不要であると判断する。一方、両者が異なる場合には、画
像表示装置１１のプロトコルと３Ｄメガネ２１のプロトコルが一致していないと考えられ
ることから、タイミング制御部３０４は３Ｄメガネ２１へのプロトコル情報の送信が必要
であると判断する。
【００４８】
　より詳細には、タイミング制御部３０４は、プロトコル情報をプロトコル送信部１２３
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に出力する前に、プロトコルＩＤ（各プロトコルを識別するために付与された、各プロト
コルに固有の識別情報）の送信を３Ｄメガネ２１に要求するべき旨の命令をプロトコルＩ
Ｄ要求部３２２に出力し、プロトコルＩＤ要求部３２２からプロトコルＩＤを取得する。
プロトコルＩＤ要求部３２２からプロトコルＩＤを取得したタイミング制御部３０４は、
プロトコルＩＤ要求部３２２から取得したプロトコルＩＤ（現在の３Ｄメガネ２１のプロ
トコルのプロトコルＩＤ）が、プロトコル記憶部１９０に記憶されているプロトコルのプ
ロトコルＩＤと同一である場合には、３Ｄメガネ２１へのプロトコル情報の送信は不要で
あると判断し、同一でない場合には、３Ｄメガネ２１へのプロトコル情報の送信は必要で
あると判断する。
【００４９】
　タイミング制御部３０４は、３Ｄメガネ２１へのプロトコル情報の送信は必要であると
判断した場合、第１の実施形態におけるタイミング制御部１０４と同様、プロトコル情報
をプロトコル送信部１２３に出力する。
【００５０】
　プロトコルＩＤ要求部３２２は、プロトコルＩＤを３Ｄメガネ２１に要求するべき旨の
命令をタイミング制御部３０４から取得する。プロトコルＩＤ要求部３２２は、当該命令
を取得した場合、無線通信又は有線通信によって、プロトコルＩＤを３Ｄメガネ２１に要
求する。プロトコルＩＤ要求部３２２は、３Ｄメガネ２１からプロトコルＩＤを取得した
場合、取得したプロトコルＩＤをタイミング制御部３０４に出力する。
【００５１】
（３Ｄメガネ２１）
　３Ｄメガネ２１は、通信部４２０、シャッター駆動部２３０、シャッター部２４０、プ
ロトコル更新部２８０及びプロトコル記憶部２９０を備える。通信部４２０は、同期信号
受信部２２１、プロトコル受信部２２３及びプロトコルＩＤ送信部４２２を有する。シャ
ッター駆動部２３０は、信号解析部２３２及び駆動信号生成部２３４を有する。シャッタ
ー部２４０は、左目シャッター２４０Ｌ、右目シャッター２４０Ｒを有する。
【００５２】
　なお、第２の実施形態における３Ｄメガネ２１が有する、同期信号受信部２２１、プロ
トコル受信部２２３、シャッター駆動部２３０、シャッター部２４０、プロトコル更新部
２８０及びプロトコル記憶部２９０は、第１の実施形態における３Ｄメガネ２０が有する
、同期信号受信部２２１、プロトコル受信部２２３、シャッター駆動部２３０、シャッタ
ー部２４０、プロトコル更新部２８０及びプロトコル記憶部２９０と同様の機能であるた
め、説明を省略する。
【００５３】
　プロトコルＩＤ送信部４２２は、無線通信又は有線通信によって、画像表示装置１１の
プロトコルＩＤ要求部３２２からプロトコルＩＤの送信要求を受信する。プロトコルＩＤ
送信部４２２は、プロトコルＩＤの送信要求を受信した場合、自身のプロトコル（プロト
コル記憶部２９０に記憶されているプロトコル情報に対応したプロトコル）のプロトコル
ＩＤを画像表示装置１１に応答（送信）する。例えば、プロトコルＩＤ送信部４２２は、
プロトコル記憶部２９０を参照し、プロトコルＩＤを読み出して、画像表示装置１１に応
答する。
【００５４】
　以下、図４を参照して、画像表示システム２の動作を説明する。図４は、本発明の第２
の実施形態による画像表示システム２の動作の一例を示すフローチャートである。具体的
には、図４のフローチャートの左側は、プロトコル情報の更新に係る画像表示装置１１の
動作を示し、図４のフローチャートの右側は、プロトコル情報の更新に係る３Ｄメガネ２
１の動作を示している。
【００５５】
　画像表示装置１１のタイミング制御部３０４は、操作受付部（非図示）を介してユーザ
ーからプロトコル情報の更新の指示を受け付ける（ステップＳ３０）。当該指示を受け付
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けたタイミング制御部３０４は、プロトコルＩＤの送信を３Ｄメガネ２１に要求するべき
旨の命令をプロトコルＩＤ要求部３２２に出力する。なお、画像制御部１０２が、操作受
付部（非図示）を介してユーザーからプロトコル情報の更新の指示を受け付けてタイミン
グ制御部３０４にプロトコル情報を出力し、タイミング制御部３０４が当該プロトコル情
報を取得した場合に、タイミング制御部３０４は、プロトコルＩＤの送信を３Ｄメガネ２
１に要求するべき旨の命令をプロトコルＩＤ要求部３２２に出力してもよい。
【００５６】
　プロトコルＩＤを３Ｄメガネ２１に要求するべき旨の命令を取得したプロトコルＩＤ要
求部３２２は、プロトコルＩＤの送信を３Ｄメガネ２１に要求する（ステップＳ３２）。
【００５７】
　３Ｄメガネ２１のプロトコルＩＤ送信部４２２は、画像表示装置１１のプロトコルＩＤ
要求部３２２からプロトコルＩＤの送信要求を受信する（ステップＳ４０）。当該要求を
受信したプロトコルＩＤ送信４２２は、自身のプロトコルのプロトコルＩＤを画像表示装
置１１に送信する（ステップＳ４２）。
【００５８】
　ステップＳ３２においてプロトコルＩＤを３Ｄメガネ２１に要求したプロトコルＩＤ要
求部３２２は、３Ｄメガネ２１のプロトコルＩＤ送信部４２２からプロトコルＩＤを受信
する（ステップＳ３４）。プロトコルＩＤを受信したプロトコルＩＤ要求部３２２は、当
該プロトコルＩＤをタイミング制御部３０４に出力する。
【００５９】
　プロトコルＩＤ要求部３２２からプロトコルＩＤを取得したタイミング制御部３０４は
、自身（画像表示装置１１）のプロトコルと、３Ｄメガネ２１のプロトコルが同一である
か否かを判断する（ステップＳ３６）。具体的には、タイミング制御部３０４は、プロト
コルＩＤ要求部３２２から取得したプロトコルＩＤと、プロトコル記憶部１９０に記憶さ
れているプロトコルのプロトコルＩＤとが同一であるか否かを判断する。
【００６０】
　ステップＳ３６において、タイミング制御部３０４は、自身のプロトコルと、３Ｄメガ
ネ２１のプロトコルが同一でないと判断した場合（ステップＳ３６：Ｎｏ）、プロトコル
情報をプロトコル送信部１２３に出力する。
【００６１】
　プロトコル情報を取得したプロトコル送信部１２３は、当該プロトコル情報を無線通信
又は有線通信によって３Ｄメガネ２１に送信する（ステップＳ３８）。そして、プロトコ
ル情報の更新に係る画像表示装置１１の処理は終了する。
【００６２】
　一方、ステップＳ３６において、タイミング制御部３０４は、自身のプロトコルと、３
Ｄメガネ２１のプロトコルが同一であると判断した場合（ステップＳ３６：Ｙｅｓ）、ス
テップＳ３８を実行せずに、プロトコル情報の更新に係る画像表示装置１１の処理は終了
する。
【００６３】
　一方、３Ｄメガネ２１のプロトコル受信部２２３は、画像表示装置１１のプロトコル送
信部１２３からプロトコル情報を受信した場合（ステップＳ４４）、当該プロトコル情報
をプロトコル更新部２８０に出力する。プロトコル受信部２２３からプロトコル情報を取
得したプロトコル更新部２８０は、プロトコル記憶部２９０に記憶されているプロトコル
情報を、プロトコル受信部２２３から取得したプロトコル情報に更新する（ステップＳ４
６）。そして、プロトコル情報の更新に係る３Ｄメガネ２１の処理は終了する。
　なお、タイミング制御部３０４が自身のプロトコルと３Ｄメガネ２１のプロトコルが同
一であると判断した場合には（ステップＳ３６：Ｙｅｓ）、プロトコル情報が送信されな
いため、ステップＳ４４及びステップＳ４６は実行せずに、プロトコル情報の更新に係る
３Ｄメガネ２１の処理は終了する。
【００６４】
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　以上、本発明の第２の実施形態による画像表示システム２について説明したが、画像表
示システム２には、第１の実施形態による画像表示システム１の効果に加え、プロトコル
の入れ替えを要する３Ｄメガネに対してのみ、入れ替え処理を実行することができるとい
う効果がある。
【００６５】
（第３の実施形態）
　以下、本発明の第３の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。図５は、本発
明の第３の実施形態による画像表示システム３の機能ブロック図の一例である。
【００６６】
（画像表示装置１２）
　画像表示装置１２は、制御部５００、画像表示部１１０、通信部５２０及びプロトコル
記憶部５９０（プロトコル退避部）を備える。制御部５００は、画像制御部１０２及びタ
イミング制御部５０４を有する。通信部５２０は、同期信号送信部１２１及びプロトコル
送受信部５２３を有する。
【００６７】
　なお、第３の実施形態における画像表示装置１２が有する、画像制御部１０２、画像表
示部１１０及び同期信号送信部１２１は、第１の実施形態における画像表示装置１０が有
する、画像制御部１０２、画像表示部１１０及び同期信号送信部１２１同様の機能である
ため、説明を省略する。
【００６８】
　プロトコル記憶部５９０は、３Ｄメガネ２２に送信するプロトコル情報（本実施形態に
おいて「第１のプロトコル情報」という）を記憶した領域と、３Ｄメガネ２２に記憶され
ているプロトコル情報（本実施形態において「第２のプロトコル情報」という）を記憶す
るための領域とを有する。ここで「第１のプロトコル情報」は、画像表示装置１２のプロ
トコル（第１のプロトコル）に対応したプロトコル情報であるものとし、「第２のプロト
コル情報」は、３Ｄメガネ２２のプロトコル（第２のプロトコル）に対応したプロトコル
情報であるものとする。なお、画像表示装置１２の生産時（出荷時）には、プロトコル記
憶部５９０には第１のプロトコル情報は記憶されているが、第２のプロトコル情報は記憶
されていない。
【００６９】
　タイミング制御部５０４は、第１の実施形態におけるタイミング制御部１０４と同様、
同期信号を取得し、取得した同期信号を、同期信号送信部１２１を介して３Ｄメガネ２２
に送信する。
【００７０】
　また、タイミング制御部５０４は、第１の実施形態におけるタイミング制御部１０４と
同様、プロトコル記憶部５９０に記憶されている第１のプロトコル情報を、プロトコル送
受信部５２３に出力する。
【００７１】
　また、タイミング制御部５０４は、第１の実施形態におけるタイミング制御部１０４と
異なる機能として、３Ｄメガネ２２（プロトコル記憶部２９０）に記憶されている第２の
プロトコル情報を、プロトコル送受信部５２３を介して取得する。具体的には、タイミン
グ制御部５０４は、第１のプロトコル情報をプロトコル送受信部５２３に出力する前に、
第２のプロトコル情報の送信を３Ｄメガネ２２に要求するべき旨の命令をプロトコル送受
信部５２３に出力し、プロトコル送受信部５２３から３Ｄメガネ２２に記憶されている第
２のプロトコル情報を取得する。
【００７２】
　タイミング制御部５０４は、３Ｄメガネ２２に記憶されている第２のプロトコル情報を
取得した場合、プロトコル記憶部５９０に記憶（退避）する。なお、これにより、プロト
コル記憶部５９０には、第１のプロトコル情報と第２のプロトコル情報とが記憶されるこ
とになる。
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【００７３】
　プロトコル送受信部５２３は、第２のプロトコル情報の送信を３Ｄメガネ２２に要求す
るべき旨の命令をタイミング制御部５０４から取得する。プロトコル送受信部５２３は、
当該命令を取得した場合、無線通信又は有線通信によって、第２のプロトコル情報の送信
を３Ｄメガネ２２に要求する。プロトコル送受信部５２３は、３Ｄメガネ２２から第２の
プロトコル情報を取得した場合、取得した第２のプロトコル情報をタイミング制御部５０
４に出力する。
【００７４】
　また、プロトコル送受信部５２３は、第１の実施形態におけるプロトコル送信部１２３
と同様、プロトコル記憶部５９０に記憶されている第１のプロトコル情報を３Ｄメガネ２
２に送信する。
【００７５】
（３Ｄメガネ２２）
　３Ｄメガネ２２は、通信部６２０、シャッター駆動部２３０、シャッター部２４０、プ
ロトコル更新部６８０及びプロトコル記憶部２９０を備える。通信部６２０は、同期信号
受信部２２１及びプロトコル送受信部６２３を有する。シャッター駆動部２３０は、信号
解析部２３２及び駆動信号生成部２３４を有する。シャッター部２４０は、左目シャッタ
ー２４０Ｌ、右目シャッター２４０Ｒを有する。
【００７６】
　なお、第３の実施形態における３Ｄメガネ２２が有する、同期信号受信部２２１、シャ
ッター駆動部２３０、シャッター部２４０及びプロトコル記憶部２９０は、第１の実施形
態における３Ｄメガネ２０が有する、同期信号受信部２２１、シャッター駆動部２３０、
シャッター部２４０及びプロトコル記憶部２９０と同様の機能であるため、説明を省略す
る。
【００７７】
　プロトコル送受信部６２３は、無線通信又は有線通信によって、画像表示装置１２（プ
ロトコル送受信部５２３）からの第２のプロトコル情報の送信要求を受け付ける。プロト
コル送受信部６２３は、第２のプロトコル情報の送信要求を受け付けた場合、プロトコル
読み出し命令をプロトコル更新部６８０に出力し、プロトコル更新部６８０を介して、プ
ロトコル記憶部２９０に記憶されている第２のプロトコル情報を画像表示装置１２に応答
（送信）する。なお、画像表示装置１２に出力された第２のプロトコル情報は、画像表示
装置１２（プロトコル記憶部５９０）に記憶される。
【００７８】
　また、プロトコル送受信部６２３は、第１の実施形態におけるプロトコル送信部２２３
と同様、画像表示装置１２（プロトコル送受信部５２３）から第１のプロトコル情報を受
信する。プロトコル送受信部６２３は、画像表示装置１２から受信した第１のプロトコル
情報をプロトコル更新部６８０に出力する。
【００７９】
　プロトコル更新部６８０は、プロトコル読み出し命令をプロトコル送受信部６２３から
取得する。プロトコル更新部６８０は、プロトコル読み出し命令を取得した場合、プロト
コル記憶部２９０に記憶されている第２のプロトコル情報を読み出して、プロトコル送受
信部６２３に出力する。
【００８０】
　また、プロトコル更新部６８０は、第１の実施形態におけるプロトコル更新部２８０と
同様、プロトコル送受信部６２３から第１のプロトコル情報を取得する。プロトコル更新
部６８０は、プロトコル送受信部６２３から第１のプロトコル情報を取得した場合、プロ
トコル記憶部２９０に記憶されている第２のプロトコル情報を、プロトコル送受信部６２
３から取得した第１のプロトコル情報に更新する。
【００８１】
　以下、図６を参照して、画像表示システム３の動作を説明する。図６は、本発明の第３
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の実施形態による画像表示システム３の動作の一例を示すフローチャートである。具体的
には、図６のフローチャートの左側は、プロトコル情報の更新に係る画像表示装置１２の
動作を示し、図６のフローチャートの右側は、プロトコル情報の更新に係る３Ｄメガネ２
２の動作を示している。
【００８２】
　画像表示装置１２のタイミング制御部５０４は、操作受付部（非図示）を介してユーザ
ーからプロトコル情報の更新の指示を受け付ける（ステップＳ５０）。プロトコル情報の
更新の指示を受け付けたタイミング制御部５０４は、第２のプロトコル情報の送信を３Ｄ
メガネ２２に要求するべき旨の命令をプロトコル送受信部５２３に出力する。なお、画像
制御部１０２が、操作受付部（非図示）を介してユーザーからプロトコル情報の更新の指
示を受け付けてタイミング制御部５０４にプロトコル情報を出力し、タイミング制御部５
０４が当該プロトコル情報を取得した場合に、タイミング制御部５０４は、第２のプロト
コル情報の送信を３Ｄメガネ２２に要求するべき旨の命令をプロトコル送受信部５２３に
出力してもよい。
【００８３】
　第２のプロトコル情報の送信を３Ｄメガネ２２に要求するべき旨の命令を取得したプロ
トコル送受信部５２３は、第２のプロトコル情報の送信を３Ｄメガネ２２に要求する（ス
テップＳ５２）。
【００８４】
　３Ｄメガネ２２のプロトコル送受信部６２３は、画像表示装置１２のプロトコル送受信
部５２３から第２のプロトコル情報の送信要求を受信する（ステップＳ６０）。第２のプ
ロトコル情報の送信要求を受信したプロトコル送受信部６２３は、プロトコル読み出し命
令をプロトコル更新部６８０に出力し、プロトコル更新部６８０を介して、プロトコル記
憶部２９０に記憶されている第２のプロトコル情報を画像表示装置１２に応答（送信）す
る（ステップＳ６２）。
【００８５】
　画像表示装置１２のプロトコル送受信部５２３は、３Ｄメガネ２２のプロトコル記憶部
２９０に記憶されている第２のプロトコル情報を、３Ｄメガネ２２のプロトコル送受信部
６２３から受信する（ステップＳ５４）。３Ｄメガネ２２から第２のプロトコル情報を受
信したプロトコル送受信部５２３は、タイミング制御部５０４に出力する。プロトコル送
受信部５２３から第２のプロトコル情報を取得したタイミング制御部５０４は、当該プロ
トコル情報をプロトコル記憶部５９０に記憶する（ステップＳ５６）。
【００８６】
　次いで、タイミング制御部５０４は、第１のプロトコル情報をプロトコル送受信部５２
３に出力する。第１のプロトコル情報を取得したプロトコル送受信部５２３は、当該プロ
トコル情報を無線通信又は有線通信によって３Ｄメガネ２２に送信する（ステップＳ５８
）。そして、プロトコル情報の更新に係る画像表示装置１２の処理は終了する。
【００８７】
　一方、３Ｄメガネ２２のプロトコル送受信部６２３は、画像表示装置１２のプロトコル
送受信部５２３から第１のプロトコル情報を受信する（ステップＳ６４）。第１のプロト
コル情報を受信したプロトコル送受信部６２３は、当該プロトコル情報をプロトコル更新
部６８０に出力する。
【００８８】
　プロトコル送受信部６２３から第１のプロトコル情報を取得したプロトコル更新部６８
０は、プロトコル記憶部２９０に記憶されている第２のプロトコル情報を、プロトコル送
受信部６２３から取得した第１のプロトコル情報に更新する（ステップＳ６６）。そして
、プロトコル情報の更新に係る３Ｄメガネ２２の処理は終了する。
【００８９】
　以上、本発明の第３の実施形態による画像表示システム３について説明したが、画像表
示システム３は、３Ｄメガネに元々記憶されていたプロトコル情報を退避することができ
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る。従って、第１の実施形態による画像表示システム１の効果に加え、必要に応じて、３
Ｄメガネのプロトコル情報を元の状態に戻すことができるという効果がある。　
【００９０】
（第４の実施形態）
　以下、本発明の第４の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。図７は、本発
明の第４の実施形態による画像表示システム４の機能ブロック図の一例である。
【００９１】
（画像表示装置１３）
　画像表示装置１３は、制御部７００、画像表示部１１０、通信部７２０、プロトコル記
憶部１９０及び遅延情報記憶部７９２を備える。制御部７００は、画像制御部１０２及び
タイミング制御部７０４（補正要否判断部）を有する。通信部７２０は、同期信号送信部
１２１、プロトコル送信部１２３、機器ＩＤ要求部７２４及び補正情報送信部７２５を有
する。
【００９２】
　なお、第４の実施形態における画像表示装置１３が有する、画像制御部１０２、画像表
示部１１０、同期信号送信部１２１、プロトコル送信部１２３及びプロトコル記憶部１９
０は、第１の実施形態における画像表示装置１０が有する、画像制御部１０２、画像表示
部１１０、同期信号送信部１２１、プロトコル送信部１２３及びプロトコル記憶部１９０
と同様の機能であるため、説明を省略する。
【００９３】
　タイミング制御部７０４は、第１の実施形態におけるタイミング制御部１０４と同様、
同期信号を取得し、取得した同期信号を、同期信号送信部１２１を介して３Ｄメガネ２３
に送信する。
【００９４】
　また、タイミング制御部７０４は、第１の実施形態におけるタイミング制御部１０４と
同様、プロトコル記憶部１９０に記憶されているプロトコル情報を、プロトコル送信部１
２３に出力する。
【００９５】
　遅延情報記憶部７９２は、３Ｄメガネの種類毎の遅延値に関する遅延情報を記憶する。
例えば、遅延情報記憶部７９２は、３Ｄメガネの種類（型番）を示す機器ＩＤ毎に遅延値
（工場出荷時の遅延値）を記憶する。なお、遅延値とは、３Ｄメガネにおける同期信号の
受信からシャッターの駆動迄に掛かる時間であって、一般に、出荷時には適切な遅延値が
設定されている。従って、遅延値の補正が必要となる場合としては、例えば、将来、遅延
値の許容範囲などを規定した規格が制定された際に、３Ｄメガネの現在の遅延値が許容範
囲外となってしまった場合などである。なお、上述の遅延値の許容範囲は、遅延情報記憶
部７９２に記憶する。
【００９６】
　また、タイミング制御部７０４は、第１の実施形態におけるタイミング制御部１０４と
異なる機能として、３Ｄメガネ２３の遅延値の補正の要否を判断する。例えば、タイミン
グ制御部７０４は、３Ｄメガネ２３の種類を識別する機器ＩＤを機器ＩＤ要求部７２４か
ら取得し、遅延情報記憶部７９２を参照し、遅延情報記憶部７９２において、機器ＩＤ要
求部７２４から取得した機器ＩＤに対応付けられている遅延値が、上記許容範囲内である
か否かに応じて、遅延値の補正の要否を判断する。即ち、タイミング制御部７０４は、許
容範囲内である場合には、遅延値の補正は不要であると判断し、上記許容範囲外である場
合には、遅延値の補正は必要であると判断する。タイミング制御部７０４は、３Ｄメガネ
２３の遅延値の補正が必要であると判断した場合には、遅延値の補正量を決定する。例え
ば、タイミング制御部７０４の遅延値が、上述の許容範囲内に収まるような値を、遅延値
の補正量として決定する。
【００９７】
　なお、タイミング制御部７０４は、操作受付部（非図示）を介してユーザーから遅延値
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の補正の指示を受け付けた場合に、機器ＩＤの送信を３Ｄメガネ２３に要求するべき旨の
命令を機器ＩＤ要求部７２４に出力し、その後、機器ＩＤ要求部７２４から機器ＩＤを取
得するようにしてもよい。また、画像制御部１０２が上記指示を受け付け、タイミング制
御部７０４が画像制御部１０２から指示を受け付けた旨の通知を取得した場合に、機器Ｉ
Ｄの送信を３Ｄメガネ２３に要求するべき旨の命令を機器ＩＤ要求部７２４に出力しても
よい。
【００９８】
　遅延値の補正量を決定したタイミング制御部７０４は、遅延値の補正量を示す補正情報
を補正情報送信部７２５に出力する。タイミング制御部７０４から補正情報を取得した補
正情報送信部７２５は、当該補正情報を、無線通信又は有線通信によって３Ｄメガネ２３
に送信する。
【００９９】
　機器ＩＤ要求部７２４は、無線通信又は有線通信によって、機器ＩＤの送信を３Ｄメガ
ネ２３に要求する。機器ＩＤ要求部７２４は、３Ｄメガネ２３から機器ＩＤを取得した場
合、取得した機器ＩＤをタイミング制御部７０４に出力する。なお、機器ＩＤ要求部７２
４は、機器ＩＤの送信を３Ｄメガネ２３に要求するべき旨の命令をタイミング制御部７０
４から取得した場合に、機器ＩＤの送信を３Ｄメガネ２３に要求するようにしてもよい。
【０１００】
（３Ｄメガネ２３）
　３Ｄメガネ２３は、通信部８２０、シャッター駆動部２３０、シャッター部２４０、プ
ロトコル更新部２８０、プロトコル記憶部２９０及び遅延値補正部８７０を備える。通信
部８２０は、同期信号受信部２２１、プロトコル受信部２２３、機器ＩＤ送信部８２４及
び補正情報受信部８２５を有する。シャッター駆動部２３０は、信号解析部２３２及び駆
動信号生成部２３４を有する。シャッター部２４０は、左目シャッター２４０Ｌ、右目シ
ャッター２４０Ｒを有する。
【０１０１】
　なお、第４の実施形態における３Ｄメガネ２３が有する、同期信号受信部２２１、プロ
トコル受信部２２３、シャッター駆動部２３０、シャッター部２４０、プロトコル更新部
２８０及びプロトコル記憶部２９０は、第１の実施形態における３Ｄメガネ２０が有する
、同期信号受信部２２１、プロトコル受信部２２３、シャッター駆動部２３０、シャッタ
ー部２４０、プロトコル更新部２８０及びプロトコル記憶部２９０と同様の機能であるた
め、説明を省略する。
【０１０２】
　機器ＩＤ送信部８２４は、無線通信又は有線通信によって、画像表示装置１３（機器Ｉ
Ｄ要求部７２４）からの機器ＩＤの送信要求を受け付ける。機器ＩＤ送信部８２４は、機
器ＩＤの送信要求を受け付けた場合、自身の機器ＩＤを画像表示装置１３に応答（送信）
する。例えば、機器ＩＤ送信部８２４は、機器ＩＤ保持部（非図示）を参照し、保持され
ている機器ＩＤを読み出して、画像表示装置１３に応答する。
【０１０３】
　補正情報受信部８２５は、無線通信又は有線通信によって、画像表示装置１３（補正情
報送信部７２５）から補正情報を受信する。補正情報受信部８２５は、画像表示装置１３
から受信した補正情報を遅延値補正部８７０に出力する。
【０１０４】
　遅延値補正部８７０は、補正情報受信部８２５から補正情報を受信する。遅延値補正部
８７０は、補正情報受信部８２５から補正情報を取得した場合、当該補正情報に基づいて
、シャッター駆動部２３０（駆動信号生成部２３４）に保持される遅延値に係るパラメー
ターを補正する。
【０１０５】
　以下、図８を参照して、画像表示システム４の動作を説明する。図８は、本発明の第４
の実施形態による画像表示システム４の動作の一例を示すフローチャートである。具体的
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には、図８のフローチャートの左側は、遅延値の補正に係る画像表示装置１３の動作を示
し、図８のフローチャートの右側は、遅延値の補正に係る３Ｄメガネ２３の動作を示して
いる。
【０１０６】
　画像表示装置１３のタイミング制御部７０４は、操作受付部（非図示）を介してユーザ
ーから遅延値の補正の指示を受け付ける（ステップＳ７０）。遅延値の補正の指示を受け
付けたタイミング制御部７０４は、機器ＩＤの送信を３Ｄメガネ２３に要求するべき旨の
命令を機器ＩＤ要求部７２４に出力する。なお、画像制御部１０２が上記指示を受け付け
、タイミング制御部７０４が画像制御部１０２から指示を受け付けた旨の通知を取得した
場合に、機器ＩＤの送信を３Ｄメガネ２３に要求するべき旨の命令を機器ＩＤ要求部７２
４に出力してもよい。
【０１０７】
　機器ＩＤの送信を３Ｄメガネ２３に要求するべき旨の命令を取得した機器ＩＤ要求部７
２４は、機器ＩＤの送信を３Ｄメガネ２３に要求する（ステップＳ７２）。
【０１０８】
　３Ｄメガネ２３の機器ＩＤ送信部８２４は、画像表示装置１３の機器ＩＤ要求部７２４
から機器ＩＤの送信要求を受信する（ステップＳ８０）。機器ＩＤの送信要求を受信した
機器ＩＤ送信８２４は、自身の機器ＩＤを画像表示装置１３に送信する（ステップＳ８２
）。
【０１０９】
　ステップＳ７２において機器ＩＤの送信を３Ｄメガネ２３に要求した機器ＩＤ要求部７
２４は、３Ｄメガネ２３の機器ＩＤ送信部８２４から機器ＩＤを受信する（ステップＳ７
４）。機器ＩＤを受信した機器ＩＤ要求部７２４は、当該機器ＩＤをタイミング制御部７
０４に出力する。
【０１１０】
　機器ＩＤ要求部７２４から機器ＩＤを取得したタイミング制御部７０４は、３Ｄメガネ
２３の遅延値の補正は必要であるか否かを判断する（ステップＳ７６）。具体的には、タ
イミング制御部７０４は、遅延情報記憶部７９２において機器ＩＤ要求部７２４から取得
した機器ＩＤに対応付けられている遅延値が、許容範囲内であるか否かに応じて、遅延値
の補正の要否を判断する。
【０１１１】
　ステップＳ７６において、タイミング制御部７０４は、３Ｄメガネ２３の遅延値の補正
は必要であると判断した場合（ステップＳ７６：Ｙｅｓ）、遅延値の補正量を決定する。
例えば、タイミング制御部７０４は、タイミング制御部７０４の遅延値が、許容範囲内に
収まるような値を、遅延値の補正量として決定する。タイミング制御部７０４は、決定し
た補正量を示す補正情報を補正情報送信部７２５に出力する。タイミング制御部７０４か
ら補正情報を取得した補正情報送信部７２５は、当該補正情報を、無線通信又は有線通信
によって３Ｄメガネ２３に送信する（ステップＳ７８）。そして、遅延値の補正に係る画
像表示装置１３の処理は終了する。
【０１１２】
　一方、３Ｄメガネ２３の補正情報受信部８２５は、画像表示装置１３の補正情報送信部
７２５から補正情報を受信した場合（ステップＳ８４）、当該補正情報を遅延値補正部８
７０に出力する。補正情報受信部８２５から補正情報を取得した遅延値補正部８７０は、
当該補正情報に基づいて、シャッター駆動部２３０（駆動信号生成部２３４）に保持され
る遅延値に係るパラメーターを補正する（ステップＳ８６）。そして、遅延値の補正に係
る３Ｄメガネ２３の処理は終了する。
　なお、タイミング制御部７０４が３Ｄメガネ２３の遅延値の補正は不要であると判断し
た場合には（ステップＳ７６：Ｎｏ）、補正情報が送信されないため、ステップＳ８４及
びステップＳ８６は実行せずに、遅延値の補正に係る３Ｄメガネ２３の処理は終了する。
【０１１３】
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　以上、本発明の第４の実施形態による画像表示システム４について説明したが、画像表
示システム４には、第１の実施形態による画像表示システム１の効果に加え、必要に応じ
て、３Ｄメガネの遅延値を補正することができるという効果がある。
【０１１４】
　以上、本発明の第１乃至４の実施形態による画像表示システム１乃至４によれば、他の
プロトコルの３Ｄメガネを新たに購入しなくても、既存の３Ｄメガネ内のプロトコルを他
のプロトコルに簡便に入れ替えることができる。つまり、作業的な負担を殆ど与えること
なく、ユーザーに掛かる費用的な負担を削減することができる。また、将来、プロトコル
が統一された場合、簡便に、画像表示装置を介して、統一プロトコルに入れ替えることが
できるため、統一プロトコルに準拠した３Ｄメガネを購入する必要がなく、負担を抑える
ことができる。
【０１１５】
　なお、本発明の各実施形態による画像表示装置１０、１１、１２、１３又は３Ｄメガネ
制御装置３０の処理を実行するためのプログラムをコンピューター読み取り可能な記録媒
体に記録して、当該記録媒体に記録されたプログラムをコンピューターシステムに読み込
ませ、実行することにより、画像表示装置１０、１１、１２、１３又は３Ｄメガネ制御装
置３０を実現させてもよい。なお、ここでいう「コンピューターシステム」とは、ＯＳや
周辺機器等のハードウェアを含むものであってもよい。また、「コンピューターシステム
」は、ＷＷＷシステムを利用している場合であれば、ホームページ提供環境（あるいは表
示環境）も含むものとする。また、「コンピューター読み取り可能な記録媒体」とは、フ
レキシブルディスク、光磁気ディスク、ＲＯＭ、フラッシュメモリー等の書き込み可能な
不揮発性メモリー、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピューターシステムに内蔵されるハ
ードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０１１６】
　さらに「コンピューター読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワ
ークや電話回線等の通信回線を介してプログラムが送信された場合のサーバーやクライア
ントとなるコンピューターシステム内部の揮発性メモリー（例えばＤＲＡＭ（Dynamic Ra
ndom Access Memory））のように、一定時間プログラムを保持しているものも含むものと
する。また、上記プログラムは、このプログラムを記憶装置等に格納したコンピューター
システムから、伝送媒体を介して、あるいは、伝送媒体中の伝送波により他のコンピュー
ターシステムに伝送されてもよい。ここで、プログラムを伝送する「伝送媒体」は、イン
ターネット等のネットワーク（通信網）や電話回線等の通信回線（通信線）のように情報
を伝送する機能を有する媒体のことをいう。また、上記プログラムは、前述した機能の一
部を実現するためのものであっても良い。さらに、前述した機能をコンピューターシステ
ムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるもの、いわゆる差分フ
ァイル（差分プログラム）であっても良い。
【０１１７】
　以上、この発明の実施形態について図１乃至図８を参照して詳述してきたが、具体的な
構成はこの実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等
も含まれる。例えば、図３、図５、図７の各構成を適宜組み合せてもよい。
【０１１８】
　また例えば、図１、図３、図５、図７の各画像表示装置において、画像制御部１０２、
画像表示部１１０、プロトコル記憶部１９０（５９０）、（遅延情報記憶部７９２）を除
く部分を画像表示装置から分離し、３Ｄメガネ制御装置としてもよい。３Ｄメガネ制御装
置の一例は、同期信号を発生する外付けのエミッターである。
【０１１９】
　なお、画像表示装置から３Ｄメガネ制御装置を分離させた構成とする場合、３Ｄメガネ
制御装置と３Ｄメガネとから構成されるシステムを画像視聴システムと称し、画像視聴シ
ステムに画像表示装置を加えたシステムを画像表示システムと称してもよい。
　図９は、本発明の第１の実施形態による画像表示システム１の画像表示装置１０から３
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Ｄメガネ制御装置３０を分離した例である。図９において、画像処理システム６は、画像
視聴システム５及び画像表示装置１４から構成され、画像視聴システム５は、３Ｄメガネ
制御装置３０及び３Ｄメガネ２０から構成されている。
【０１２０】
　なお、図９に示す例では、画像表示装置１４がプロトコル記憶部１９０を備えるが、３
Ｄメガネ制御装置１４がプロトコル記憶部１９０を備えてもよい。また、図９に示すよう
に、他の実施形態による画像表示装置１１、１２、１３から３Ｄメガネ制御装置を分離さ
せてもよい。
【符号の説明】
【０１２１】
１、２、３、４、６…画像表示システム、５…画像視聴システム、１０、１１、１２、１
３、１４…画像表示装置、２０、２１、２２、２３…３Ｄメガネ、３０…３Ｄメガネ制御
装置、１００、３００、５００、７００…制御部、１０２…画像制御部、１０４、３０４
、５０４、７０４…タイミング制御部、１１０…画像表示部、１２０、２２０、３２０、
４２０、５２０、６２０、７２０、８２０…通信部、１２１…同期信号送信部、１２３…
プロトコル送信部、１９０…プロトコル記憶部、２２１…同期信号受信部、２２３…プロ
トコル受信部、２３０…シャッター駆動部、２３２…信号解析部、２３４…駆動信号生成
部、２４０…シャッター部、２４０Ｌ…左目シャッター、２４０Ｒ…右目シャッター、２
８０、６８０…プロトコル更新部、２９０…プロトコル記憶部、３２２…プロトコルＩＤ
要求部、４２２…プロトコルＩＤ送信部、５２３…プロトコル送受信部、６２３…プロト
コル送受信部、６２４…機器ＩＤ送信部、６２５…補正情報受信部、７２４…機器ＩＤ要
求部、７２５…補正情報送信部、７９２…遅延情報記憶部、８７０…遅延値補正部

【図１】 【図２】
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